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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、携帯電話のショートメッセージサービス(SMS)を活用した感

染症サーベイランスシステム(mSOS)を試験的に構築し、感染症アウトブ

レイクの早期警戒システムとしての有効性をランダム化比較試験により

検証したもので、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

ケニアのブシアおよびカジアド地域における135の医療施設を対象とし

て、従来より同国保健省が導入している紙ベースの感染症報告システムの

研修を行った後、当該医療施設を無作為に mSOS 導入群（67 施設）と対

照群（68施設）に分け、導入群にのみmSOS利用法の研修を行った。mSOS

導入前 6か月間（ベースライン調査）と導入後 6か月間の対象感染症の患

者数、報告率および対応率を計算し、群間で比較した。解析は、Intention 

to treat (ITT)解析および Per protocol解析の双方を用いており、研究手法

は妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

mSOS 導入後 6 か月間で、対照群では 39 件の報告対象感染症のうち 1

件(2.6%)が報告（紙ベース）されたのに対し、mSOS導入群では 130 件の

うち 25 件(19.2%)が mSOS により報告され、対照群に比べ導入群で有意

に報告率が高かった（ITT解析）。導入以前の報告数は両群併せて 36件中

対照群の 1件のみであった。mSOSの導入により、医療施設からの感染症

報告率が有意に向上し、感染症アウトブレイクの早期検知において有効で

あることが示された。今後同様のシステムを用いた感染症サーベイランス

構築のための研究に資することが大いに期待される。 

 

以上のように本論文は感染症疫学研究に貢献するところが大であり、審

査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 


